
令和４年度 自己評価・学校関係評価報告書 

令和５年３月 20 日 

学校法人須田学園 きよみ幼稚園 

 

 

1 本園の教育目標 

     調和のとれた高い人格を持ち、健全な社会生活を営め、社会に貢献できる 

子どもの育成 

 

2 本年度重点的に取り組む目標、計画 

     園生活の中でのたくさんの経験を通じて、様々な事象に興味を持ち、自ら進んで

取り組む姿勢を培う。 

 

 

3 評価項目の達成及び取り組み状況 

 

 評価項目 評価 取り組み状況 

１ 幼稚園運営 A 

・ 近年の女性の社会進出にあわせて、週に１度の給食を取り入

れたり、預かり保育が利用しやすいよう工夫して保護者に周

知した。 

・ れんらくアプリを積極的に活用し、園からのお知らせや保護

者からの連絡をお互いに行いやすいようにした。 

・ ホームページとあわせて、動画配信（有償、無償）を行い、

園生活の様子を保護者に積極的に伝えた。 

・ 巡回指導員（臨床心理士）が、年間を通じて定期的に来園し、

支援の必要な園児についてのアドバイスを職員に対して行っ

た。 

２ 保育内容 B 

・ 専門分野に関しては、外部の講師による指導を積極的に行っ

た。 

・ 外国人講師による英語指導を行い、英語に対するさらなる興

味を持つよう仕向けた。 

・ 硬筆検定を持つ講師によるかきかた教室を行い、全学年を通

じて鉛筆に親しむよう導いた。 

・音楽の専門講師による専門的な視点により、園児が積極的に

学び、音楽に興味を持つことが出来た。 



３ 園行事 A 

・ コロナ禍でも行事を実施できるように進めていった。 

・ 今年度は、新たにペイントを年長児対象に行った。 

・ なかよし音楽会では、音楽の専門講師による指導を行い、発

声方法や楽器の扱い方などの専門的な知識を学んだ。 

４ 環境整備 B 

・ 月に１度遊具点検を行い、園児が安心して過ごせる環境を整

えた。 

・ 毎日の清掃では、コロナウィルス感染症対策のため、園児が

日常触れるものの消毒を行った。 

５ 教職員 B 

・ 年度初めに、園職員としての心得を全体で確認した。 

・ 研究保育を実施し、職員同士で保育についての意見交換を積

極的に行った。 

・心理士の巡回指導により、専門的な知見からアドバイスをも

らうことが出来、保育に活用することが出来た。 

６ 子育て支援 B 
・ 園行事の際は、園長が保護者に向けて子育てのヒントになる

事柄を伝えた。 

評価  A ・・・十分に成果があった   B ・・・成果があった 

          C ・・・少し成果があった    D ・・・成果がなかった 

 

5 総合的な評価結果 

  

評価 理 由 

B 

上記６つの項目について重点的に取り組んだ結果、保護者の評価はどの項

目も８０％に近い高評価を得ることができた。特に、「わが子をこの幼稚

園に入園させて良かった」の質問には、９８％の保護者より「はい」の回

答を得ることができた。 

 

評価  A ・・・十分に成果があった   B ・・・成果があった 

          C ・・・少し成果があった    D ・・・成果がなかった 

 

６ 今後の課題 

 

 課 題  

１ 園行事 

これまで、コロナ対策の中で園行事を遂行してきたが、通

常の形で園行事を行うにあたっての注意点を考慮してい

きたい。 



２ 子育て支援 

これまで、職員に対しての巡回指導員（臨床心理士）のア

ドバイスを受けてきたが、保護者や地域の方もアドバイス

が受けられるような体制を整えたい。 

評価  A ・・・十分に成果があった   B ・・・成果があった 

          C ・・・少し成果があった    D ・・・成果がなかった 

 

 

 

７ 学校関係評価委員会の意見 

 

評価 

・今年度もコロナにより日々状況が変化する中、運動会や発表会などの行事を学年別での

実施や、新しい行事の実施するなど工夫し、園児たちも楽しく参加することができたこと

嬉しく思います。 

・一斉の活動の体操教室、かきかた教室、英語教室、ピアニカ指導、季節の製作は、園児

に貴重な経験になっている。特に専門の外部講師が指導してくれている、体操、かきかた、

英語教室は、普段の生活では経験できないものである。 

・心理士の方のアドバイスは、専門的な知見から職員の為にも良いのではないか。今後、

保護者向けに相談室などがあればより良い。 

・遊具の改修など定期的に行っており、環境が常に整っていて、キレイな状態を保つこと

が出来ている。 

・ 実施した保護者アンケート項目の中で低評価だった内容についてきちんと精査した方 

がいい。 

 

  

   


